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愛
知
県
内
の
特
定
の
産
業
に
適
用
さ
れ
る
５

業
種
の
特
定
最
低
賃
金
に
つ
い
て
、
令
和
２
年

12
月
16
日
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
既
に
10
月
１
日
に
改
定
さ
れ
て

い
る
「
愛
知
県
最
低
賃
金
」
と
併
せ
、
愛
知
県

の
最
低
賃
金（
時
間
額
）は
、次
の
と
お
り
で
す
。

愛
知
県
の
特
定
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

最低賃金名 時間額 発効日

製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、鋼材製造業 ９７６円

令和 2 年
12 月１6 日

はん用機械器具、生産用機械器具、
業務用機械器具製造業 ９４８円

輸送用機械器具製造業 ９５７円

自動車（新車）小売業 ９４３円

最低賃金名 時間額 発効日

愛知県最低賃金 ９２７円 令和 2 年
10 月１日

▼特定最低賃金

▼愛知県最低賃金▼
問
い
合
わ
せ

・
愛
知
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

  （http://jsite.m
hlw.go.jp/aichi-roudoukyoku/

）

・
愛
知
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課

　
☎
０
５
２
（
９
７
２
）
０
２
５
７

　
　
　

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
３

１
階　
　

番
窓
口

●６

　
事
業
ま
た
は
不
動
産
貸
付
（
建
物
貸
付
等
）
な

ど
の
業
務
を
営
ん
で
い
る
方
は
、
業
務
に
使
用
し

て
い
る
部
分
に
つ
い
て
「
繰
延
資
産
」
と
し
て
、

そ
の
償
却
費
を
必
要
経
費
に
算
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。（
注
１
）

　「
繰
延
資
産
」
と
は
、
不
動
産
所
得
、
事
業
所
得
、

山
林
所
得
又
は
雑
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
に
関
し

個
人
が
支
出
す
る
費
用
で
、
支
出
の
効
果
が
支
出

し
た
日
か
ら
１
年
以
上
に
及
ぶ
も
の
を
い
い
ま
す
。

　
下
水
道
受
益
者
負
担
金
は
、
１
平
方
メ
ー
ト
ル

あ
た
り
４
０
０
円
で
す
の
で
、
業
務
に
使
用
し
て

い
る
面
積
を
乗
じ
て
繰
延
資
産
の
金
額
を
算
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
納
期
前
納
付
報
奨
金
（
一
括
全
納
、
１

年
全
納
）
が
交
付
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
報
奨
金
を

差
し
引
い
た
額
が
繰
延
資
産
の
金
額
に
な
り
ま
す
。

▼
繰
延
資
産
の
算
入
例

○
負
担
金
が
20
万
円
未
満
の
場
合
　
負
担
金
を
支

出
し
た
年
の
必
要
経
費
に
全
額
算
入
し
ま
す
。（
注
２
）

○
負
担
金
が
20
万
円
以
上
の
場
合
　
負
担
金
の
償

却
年
数
で
あ
る
６
年
（
72
か
月
）
に
分
け
て
計
算

し
ま
す
。（
注
３
）

（
注
１
）（
注
２
）
法
人
の
場
合
、
確
定
し
た
決
算

に
お
い
て
の
損
金
経
理
が
必
要
で
す
。

（
注
３
）　
法
人
が
事
業
年
度
の
中
途
で
支
出
し
た

場
合
は
、
支
出
の
日
か
ら
事
業
年
度
末
ま
で
の
期

間
の
月
数
で
按
分
計
算（
分
母
は
72
か
月
）し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
小
牧
税
務
署

☎
０
５
６
８
（
72
）
２
１
１
１
（
音
声
案
内
に
従

い
該
当
す
る
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。）

下
水
道
受
益
者
負
担
金
の

　
　
税
務
上
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
　
　

都
市
整
備
課　

内
線
２
８
８

１
階　
　

番
窓
口

●５

情
　
報

募
集
し
ま
す

　
扶
桑
町
で
は
ご
家
庭
で
介
護
を
し
て
い
る

方
や
こ
れ
か
ら
介
護
を
考
え
て
い
る
方
、
地

域
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
に
対
し
て
ハ
ー
ト

フ
ル
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
①
介
護
予
防
の
基

本
に
つ
い
て
身
近
に
で
き
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

や
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
と
共
に
学
ぶ
、
②
家
庭

で
介
護
者
負
担
な
く
提
供
で
き
る
機
能
回
復

運
動
を
学
ぶ
内
容
の
２
点
で
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
参
加
者
同
士
が
介
護

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
、
他
の
人
が
ど
の
よ

う
な
悩
み
を
持
っ
て
い
る
か
を
共
有
で
き
る

良
い
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
　
２
月
15
日
（
月
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　
※
昼
食
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
　
扶
桑
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
２
階
　
大
会
議
室

▼
内
容  

○
高
齢
者
の
た
め
の
介
護
予
防
入
門

　
　
　
　
　
… 

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　  

○
介
護
者
サ
ポ
ー
ト
教
室

 

　
　
　
　
　
転
倒
か
ら
の
復
活

　
　
　
　    

～
転
ん
だ
あ
と
の
健
康
づ
く
り
～

　
　
　
　
　
… 

午
後
１
時
～
３
時

　
　
※
ど
ち
ら
か
の
み
の
参
加
で
も
可

▼
定
員
　
18
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
み
　
電
話
又
は
介
護
健
康
課
窓
口
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

扶
桑
町
家
庭
介
護
者
等
養
成
研
修 

(

ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー)

　
　
　

介
護
健
康
課　

内
線
２
３
５

１
階　
　

番
窓
口

●２

　
令
和
４
年
３
月
大
学
等
卒
業
予
定
者

及
び
既
卒
の
求
職
者
を
対
象
と
し
た
企

業
説
明
会
や
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
等
を

大
口
町
と
合
同
で
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

参
加
を
希
望
す
る
企
業
の
皆
さ
ん
を
募

集
し
ま
す
。

　
今
回
の
就
職
フ
ェ
ア
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
リ
ス
ク
軽

減
の
た
め
、
リ
モ
ー
ト
方
式
で
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。（
参
加
を
希
望
す

る
場
合
で
、
ウ
ェ
ブ
環
境
が
整
わ
な
い
等

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

▼
日
時
　
５
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
（
予
定
）

▼
場
所
　
リ
モ
ー
ト
方
式
で
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
た
め
、
会
場
に
出
向
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
ェ
ブ
環
境
の

あ
る
場
所
か
ら
参
加
で
き
ま
す
。

▼
内
容
　
扶
桑
町
・
大
口
町
合
同
企
業

説
明
会

▼
募
集
企
業
数
　
扶
桑
町
・
大
口
町
各

20
社
　
※
応
募
状
況
に
よ
り
両
町
間
で
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
参
加
申
込
み
　
２
月
24
日
（
水
）
ま

で
に
産
業
環
境
課
へ
電
話
又
は
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
産
業
環
境
課

　（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

　
　sangyou_sc@

tow
n.fuso.lg.jp

扶
桑
町
・
大
口
町
合
同

就
職
フ
ェ
ア
参
加
企
業

　

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
３

１
階　
　

番
窓
口

●６


